




















要旨:小児期からの予防対策が必要な循環器疾患として WHO 専門委員会は動脈硬化性心血

管疾患、高血圧性疾患、リウマチ熱およびリウマチ性心疾患、先天性心疾患、特異的な心

筋疾患および心筋症、肺性心疾患を上げている。対策の時期として、小学校中学年あたり

から思春期、その変容として健康教育と行動内容を中心とした集団対策が有効性と効率性

の面から強調されている。わが国において小児期から成人病予防対策を進めるうえでも示

唆の多い報告である。 


